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いわゆる当たり配合について 

奄美鳩通信社 　髙木　勇

これまで私がＨＰ等で学んだ事をまとめたいと思っていましたが、これ以上巧くまとめることが困難と考え恥ずかしながら中途半端ですが資料を開示したいと思います。そしてもし可能でしたら、苦労してまとめたものについて誠に恐縮ですが「秘伝書」なるものを開示していただければ、系統的で中身のある議論が出来ると思います。現状では私の苦労が足りないのは分りますが限られた時間の中で現象を深く理解することが不可能で建前、精神論の部分が多いように思います。言いすぎでしたらお許し下さい。

それはさて置き以下に私の意見をまとめさせて頂きます。

Ⅰ．はじめに

岩田系の基礎を作った７７７×６１９が日本鳩界最高の当たり配合であるとイレブンさんは言われていますが、そこ根拠と当たり配合理論をいまわかっている範囲で開示してほしいのですが。この話を進めることで日本鳩界に新しい展望が開けると思います。

私は強豪鳩舎といわれる方は「あたり配合理論」をある程度マスターしていると思います。ヤンセン鳩舎、クラ○○賞のI鳩舎、Y鳩舎、Ｈ鳩舎などがその例だと思います。

私は、実際には鳩を飼育せず委託レースを楽しんでいる実践経験の無い素人ですがよろしくお願いいたします。

師匠曰く

『系統確立は、当たり配合の、繰り返しで、出来上がっていくのです。他の人よりも、必ず、優れた、成績と、鳩質を、作り出さねば成らず。これは、いくら、優れた鳩を、鳩小屋に、そろえても、次の、次世代に、新しい仔鳩として、生み出さねば、飛ばしていけないのです。優れた鳩は、お金を、出せば、買って来ることが、出来ますが、優れた仔鳩は、生まなくては、なりません。

日本国中に、優れた鳩は、お金を、出せば、買って来ることが、出来ますので、沢山、いるのです。しかし、それらの鳩が優れた成績を上げているでしょうか。ここが、問題です。かならずしもおもいどうりに、それらの鳩が優れた成績を上げていないのです。ここに問題があるのです。

しかし、長い歴史を顧みれば一つの飛び筋が帯のように、あたり配合を繰り返しながら飛び続けているのがうかがい知れます。

７７７×６１９と、２５３号の流れ、草津姫号の石田五万系のこの２つの流れが素晴らしかった。他にも、沢山あるでしょう。このような、配合を、手に出来た人は、幸せ者で、ひとかどの、成績を、上げています。』

更に師匠曰く

「系統確立を成し遂げた人も居りましょう。ただ、維持していくことがとても難しいのです。」という。

この当たりの師匠の話は前置きとしては当然の話で「当たり配合」の本質を語っていないと思います。
Ⅱ．いわゆる当たり配合に関するイレブンさんの意見  

以下は、当たり配合理論について現在イレブンさんが整理されたもので、概ね次のような観点から整理する必要があるとの事です。此れに私の意見を少しくわえさせて頂きます。なお師匠が記述されている情緒的な点は大事とは思いますが話を単純化するため割愛しています。

１「配合理論」と「当たり配合理論」

　これは多分、①優秀な記録を持つ鳩の近親交配による優秀な遺伝子の強固な継続、②純系で血統的に大きく離れた優秀な記録鳩の交配による雑種強勢による飛び筋の継続、③、①と②２の組み合わせ、④その他。の理論があるのでしょう。私は、③が確立の高い組み合わせと思っています。

　私は話を複雑にせず分りやすい話にしたいと思います。私が望む当たり配合理論は、雑種強勢にて作出し優秀な成績を収めた直仔と親との近親、親と孫、あるいは兄弟の近親、にて当たり配合が継続して生まれるのではと漠然と考えています。

ただし、遺伝関係の資料などを読むと雑種を組み合わせても『雑種崩壊』あるいは『外交弱勢』と言われる現象があり、雑種強勢を巧く生かせず親より特性が劣る仔しま生まれなく現象がある様です。思うに成功しない鳩舎の配合、作出は結果的にはこの『雑種崩壊』と言われる現象が多く発生しているのではと思われます。

それを踏まえて「あたり配合」を見つけるのに最も良を担当直入に教えて欲しいのです。実際にはこのように単純（血統が重大視される競走馬では３００年の歴史を経て解明されていない）な話では無いと思いますが、思い切って言及下さい。

　このあたりの事に関する師匠の意見としては、私が知る限り以下の様なものがあります。

(1)近親交配の理論ですか

６１９は、近親交配の、オペル系に、異血の、一代雑種です。オペル氏が、チヤリテイに、出した鳩だと、考えています。７７７号は、アメリカの、在来系で、強い近親に、なっている可能性が、有ります。白の、羽根の入り方から、考えて、限界点は、越えていた鳩と、考えられます。

この２羽は、配合を、変えないように、アカルデイ氏から、岩田御兄弟は強く、言われていたと、聞いていますので、完全に、アカルデイ氏は、当たり配合理論を、理解していたと考えられます。

(2)一代雑種の繰り返しですか、

この雑種強勢で強い鳩をつくりだして飛ばし続ければ系統としてはまとまらず系統確立は出来ませんね。しかし、近親を続ければ必ずこの方法で乗り切らなくては系統維持ができなくなるので異血の一代雑種を、使い飛ばします。

この、雑種強勢で強い鳩をつくりだすことは、出来ますが、この配合で飛んでもあたり配合では有りません（私は、この考え方には賛同出来ません。此れを一種の当り配合と思います。）。これは、遺伝的法則を活用しただけで成功の限界点が広がっていかないものなのです。  

２「個体としての血統的特性」

　これは多分、形態としての系統の特徴を言われているのかと思いますが。私は記録の持たない、純系の鳩に興味はありません。鳩はあくまで頭の良さ、即ち飛翔記録が優れていないと意味が無いと思います。劣勢の因子を持つ鳩の交配から優勢の良い鳩が生まれる可能性は低いと思います。同じように体系的に優れた鳩を種鳩に残す、種鳩用に作出という考え方も理解出来ません。

　有名なレースマンが近親交配を行なう場合、体系的に優れた鳩で無ければならないと言われていますが、私は立派な飛翔記録を持つ直子を使うべきだと思っています。これは形体的優勢、飛翔記録の優秀性などから比較的容易に選抜可能と思います。

３「血統的特性の相性」

　遺伝学的には、『実用形質の雑種効果については、組合せ能力の高い低いを理論的に判定する方途が見つかっていないので、単に経験的に良さそうな相手を幾つか選んでそれらのＦ１を幾つか作って実際に比較試験を行なってみて最良と思われるものが選出されている。 

　いわゆる相性のよいものを選定するという方法がとられているわけである。 

　多くの比較試験が行なわれた結果，雑種効果は両原種の平均値に応じて変り、また平均値がわかればＦ１を推定することが出来るということがわかった。そこで次のような計算式が考えられた。 

　　　　Ｆ１の推定式　　ｙ＝ａ・x＋ｂ 

　　　　（ｙ＝Ｆ１　　　x＝ＭＰ（両原種の平均値） 

　　　　　ａ、ｂは各形質の特有の常数） 

　即ちＦ１とＭＰとの問に函数的関係があり、ＭＰがわかればＦ１の推定値が得られるということである。』

　と言われています。 

また、俗に言う相性の良い系統です。ある人曰く『最近の活躍では、日本の巨匠岩田誠三鳩舎の岩田系とスーンチェス系です。

岩田系の１羽の鳩とスーンチェス系１羽の鳩の相性が良いだけでは無く、同系統の複数の鳩の相性が良く多くの配合から活躍鳩が出ました。』と言う人がいます。

この系統的相性の良いことをニックス(ニック)と言うそうです。

ニックスは通常偶然の産物で発見されますが、有る系統(自鳩舎主力系統)に対するニックスを研究しまとめ上げたなら何よりも強い武器となります。此れが出来れば「最強交配理論：当り配合と同意」の確立に一歩近づくのです。

この際、例外を除き相性の悪い系統配合ををネガティブニックスといいニックスと同様に重要であります。有識者は経験からホールマン系とアールデン系はネガティブニックスだと言うそうです。

　このようにレース鳩の場合でも当然のように系統間の相性が問題となりますが、これは当然有ると思います。

私は、此れを検証するには実際に交配した仔鳩を飛ばしてみてその飛翔記録を整理するしか無いと思っています。そして良い記録を出した仔鳩のDNAを分析しその特徴（データ）を記録して積み重ねて行くことが必要と考えます。

此処で質問ですが、基本的な考え方をお教え下さい。

４「７７７×６１９分析」

　私はこの項目に最も興味を持っています。この組み合わせを始め、多くの当たり配合を見れば現象が把握できそこから仮説検証的に理論構築ができるのではと思っています。是非とも研究成果を披露下さい。師匠曰く、①７７７×６１９と２５３号の流れ、②草津姫号から石田五万系への流れがあると言います。

　因みに、この配合は、

例えば、７７７×６１９は、アカルデイ氏が、指定された、配合であり、どちらも、無記録鳩であります。

岩田御兄弟は、分らなかつたわけで、この配合をにすることが出来た事が、運の強さであり、まじめにこの系統を守り抜いた、素晴らしい功績が岩田系を完成させたのでありましょう。

６１９は、近親交配のオペル系に異血の一代雑種です。オペル氏が、チヤリテイに出した鳩だと考えています。７７７号は、アメリカの在来系で強い近親になっている可能性が有ります。白の羽根の入り方から考えて限界点は、越えていた鳩と考えられます。

この２羽は、配合を変えないようにアカルデイ氏から岩田御兄弟は強く言われていたと、聞いていますので完全にアカルデイ氏は、当たり配合理論を理解していたと考えられます。

５「系統展開上の当たり配合理論」

　私が上記１．で述べている近親交配の組み合わせを言われているのでしょうか？

　それとも師匠が言われる

　　『当たり配合は、バランス。絶妙なバランス、異血と銘鳩との混ざりぐわいで成り立っています。これは、まず、生まれた子鳩たちをそぎ落として、飛ばしこんで能力に確信を求めて、ひとつの、武器や道具として、使いこなせるようになることが大切なのです。はやく、身に付けることです。

大体、当たり配合は、３年くらいで老鳩化が進むため、飛ばなくなります。だから、一族で当たり配合を作り上げる必要があるのです。

横の配合「兄弟掛け」と縦の配合「親子掛け」。これに、時のながれを計算した時間差の配合、戦うレーサーと種鳩になる特別遺伝子を持つた鳩、兵隊に向いている健康で、頭が良くて強い鳩、いくつもの条件がかさなり、平面たての高さ、これに時間の流れが加わり、過去の遺伝子の影響を考え、マイナスの時間を考え、それら全体を支配する総合遺伝子を考えて、全体で、宇宙空間に浮き上がっている何次元の立体的駒を考えなければ成り立たないか。これらを考えて推し進めるのが、当たり配合の理論の基本形です。ここに、理論的、なおかつ、計画的な、当たりの配合が存在するのです。』

　という事でしょうか？

６「当たり配合の原則パターン」

　上記５．と同じではと思いますがもしかすれば、もっと具体的なことを言われているのでしょうか？。例えば、純系の近親を交配し雑種強勢の直仔を作出し、優秀な飛翔成績を収めた直仔と親、兄弟を交配し一族を形成する。そして、一定の血の割り合いを持った優秀な鳩を継続的に作出するということでしょうか？

　競走馬、牛、豚、鶏、植物の品種改良等によく利用され、成果を挙げていると聞いています。

また、ある有名な愛鳩家の意見も興味深い。即ち、この意見は、ある有名な愛鳩家の意見ですが、私の考えている事と近いので引用させてもらいます。

その愛鳩家曰く『１９８０年代 私は、近親交配を盛んに行いました。優れた近親系統の活躍鳩や、その両親の近交係数を調べました。（当時、岩田系、モスキート系など）それを自鳩舎の交配に当てはめ、作出を行いました。

しかし机上の計算と、実際とのギャップに戸惑いました。と申しますのは、作出鳩の外見、体型（顔、羽色、羽質、肉質、骨格構成）は、それは見事なまでに整い、統一化され、我が鳩舎へ訪れた人は皆、感嘆するほどの出来ばえでした。

しかし、レース成績は自分が求めているだけの、成績が上がりませんでした。（当時の私の、近親交配の知識が希薄であったのかもしれませんが・・・）』

またある有名レーサは、『有る優れた鳩の能力を（鳩の群として）向上させ確保するためには、近親交配は無くては成らないものです。では闇雲に近親交配して良いかと言えばそうではありません。ピュアに近い血を流す事も方法としては有りますがあまりに多くの労力と時間がかかります。日本の一般的なレース鳩飼育者には不向きです。

そこで私が推薦する（私の行っている）方法に「直仔×孫」の繰り返しがあります。理想論を言えば種鳩（作出）配合と選手鳩（作出）配合を全く別に行うことが良いのですが、限られたスペースと限られた時間から、その両方を同時に行えるのが「直仔×孫」配合の繰り返しです。

この方法の利点は、淘汰（基準の設定）が楽なことも上げられます。優れた鳩の極近親で能力の向上と確保を図った鳩の種鳩性能はその仔＆孫をレースに使用し成績をチェックする事ではかることが出来ますが能力選定が困難です。なぜなら極近親鳩の同系配合ではどうしても「バイタリティ＆モルダントの向上と体＆精神の回復力」は低下していると考えるのが順当ですので、レース成績による基本能力の有無の判断は複数の要素の判断に成るためです。

しかし近親基礎個体の配合相手を変えての「直仔×孫」の配合なら異系交配の雑種強制によるバイタリティ＆モルダントの向上と体＆精神の回復力の向上も得ることができ「直仔×孫」交配の繰り返しによる近親交配の利点も引き出せると思います。従って、基本能力の有無の判定は一つの要素の選定基準により行うことができので容易なのです。

更に「直仔×孫」交配の繰り返しのどのタイミングでも選手鳩として使用することが出来ます。仮に近親基礎個体の（直仔×孫）×直仔の配合での鳩をレースに使用し選手としての性能を見ながら同腹の鳩から仔を引き種鳩の性能を見ることが出来ので時間的な無駄を無くすことが出来ます。また複数データからの基礎能力有無の判断が出来るため判断ミスが少なくなります。

＊＊このときに重要な大前提が有ります＊＊

性能を見る為のレースでは参加する鳩全てが最高の状態で参加していて能力を１００％発揮できる状態でなければ成りません。そうでなければ能力の判定は出来ません。しかしそれは不可能な事です（最高の状態を判断できません）

そこで、自鳩舎の中で求めている性能が強く出たライン（狙ったレースの自鳩舎での活躍ライン）の最高活躍鳩を基礎にその鳩の「直仔×孫」交配の繰り返しを行い性能を高めていくのですが、その中で特異的な活躍をするラインが出現したならその最高活躍鳩を基礎に代をずらして「直仔×孫」交配の繰り返しを行い更に性能を高めるのです。

上記の事から、私は近親交配による能力の向上と異系交配の雑種強制をミックスし自鳩舎での活躍状況で淘汰を行う事が「鳩質の改善」を行う近道と考え実践しております。』

と言い。

『具体的な近親交配例としては・・・・・・

・近親基礎個体を♀とすると、直仔の♂と孫(♀→♂→♀の孫)の♀を配合して出来た♀に直仔の♂を配合しします。＝直仔 ×（直仔×孫）：種鳩、選手鳩兼用です！

＊＊直仔×孫　＆　直仔×(直仔×孫)も選手として立派に活躍します＊＊

・近親基礎個体♂の(直仔×直仔)の♂に近親基礎個体♂の♀の直仔を配合し種鳩とします。＝種鳩配合：この配合ではバイタリティ＆身体回復力が低下している個体が多いと考えられるので異系交配（バイタリティ＆身体回復力の低下をカバー）し選手を作出してください。』と言われています。

これらの様に種々の意見がありますこれを踏まえて基本的に私は「当り配合理論」を知りたいのです。実例を挙げて説明下さい。私が実際に飼育を再開した場合。このパターンを実践してみたいと思います。これが分れば日本鳩界も様相が大きく変ると思います。

７「陰と陽の距離バランス」  

　劣勢遺伝と優勢遺伝を言われているのでしょうか。それとも隔世遺伝を言われているのでしょうか？また、私は長距離志向で短中距離は興味が無く、全ての距離で活躍する鳩を求めていません。希望は、長距離を安定して帰還しＧＣＨとなる鳩の作出です。この当りを踏まえてサジェッションをお願い致します。

Ⅲ．まとめ

　微力で浅はかな知識でまとめましたがまだまだ不十分で経験もたりませんが情報を系統的に開示していただければ今後検証していきたいと思いますので宜しくお願い致します。

　最後に、１羽の銘鳩の誕生から系統確立が始まることは、古今東西、普遍の事実だと思います。そして多くの愛鳩家が挑戦した『当り配合』理論についても、理論と実践と感（センス）の混濁したなかから見出されるものかも知れないと思うようになったが、残された時間で鳩レースを楽しむには是非とも克服しないくてはいけない課題であると思う。
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